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■概要

G-SHOCK「GPW-2000（グラビティマスター）」
は、Bluetoothによりスマートフォンとリンクする
機能を持つ。連携は「G-SHOCK Connected」
というアプリを介するが、そのアプリには位置情
報と時刻情報を管理する機能があり、自分が
行った場所の履歴を2Dおよび3Dのアニメー
ションによりトレースすることができる。その背景
地図および3DデータをEsriが提供している。

■課題

G-SHOCKは今から35年前の1983年、それま
での常識を破る耐衝撃性に優れた腕時計とし
て開発・発売された。その後、防水や防塵、防泥
などさまざまな機能が強化され、「タフ」で「壊れ
ない」、さらにその「独創的なデザイン」により世
界中で大ヒットとなった腕時計である。

一方、G-SHOCKのもう一つの目標は「絶対
精度の追求」、つまり時間の正確性である。正
確な時刻を取得する手段としては既に標準

電波受信とGPS衛星電波の受信機能により
実現されていたが、2017年5月に発売された
モデル「GPW-2000（グラビティマスター）」は
第3の手段として、Bluetoothによるモバイル
リンク機能を搭載した。このモデルはパイロッ
トの使用を想定して開発されたモデルなので
あるが、時差やサマータイムなどの時刻ルー
ルは国の政策や政治情勢により変更されて
いる可能性がある。そのため、それらの情報を
スマートフォンから獲得し補正するのである。

GPW-2000とスマートフォンの連携は
「G-SHOCK Connected」というアプリを
介して行われる。アプリと連携することは、
時刻合わせ以外の機能を備えることも可
能にした。その一つが「フライトログ機能」
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腕時計で取得した位置情報と時刻情報をアプリ上で３Dアニメーション表現

スマートフォンとの接続によりG-SHOCKは新たな表現へ
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出発地や帰還地などにおいて時計のボタン
を押すと、位置情報と時刻情報が記録され、
フライトログとしてアプリ上で管理することが
できるのである。
地図上にプロットされた各位置のデータは、
単独でも閲覧できるが、グルーピングするこ
とで移動履歴を一連の流れでトレースするこ
とが可能である。履歴は地図とリストで確認
できるのはもちろん、3Dマップ上でアニメー
ション表示することができ、まるで空を飛んで
いるかのような演出で、自らの移動履歴を追
うことができるのである。
これらの地図表現を実現するために選ばれ
たのがEsriだった。2Dの背景図だけでなく、
3D表現のためのデータもArcGIS Onlineよ
りEsriが提供している。

■採用の理由

データの採用に関しては数社の比較が行わ
れた。採用の決め手となったのはグローバル

データであり世界中をカバーしていること、
データ更新の心配が無いこと、そしてなんと
いっても標高データが整っていることだった。

■課題解決手法

2Dの地図を3D化してG-SHOCKらしい見せ
方をする、という構想は最初から奥山氏の中
にあったと言う。
コンシューマー製品への採用となるとGIS的
な分析より、演出の素材としてどのように見せ
るかという点が重要になってくる。さまざまな
地図アプリを触ってアイデアや表現を深めて
いったという。
実際の開発は開発会社に技術的な部分を
担ってもらい、社内のデザインセンターのアプリ
デザイナーがG-SHOCKの世界観に合ったデ
ザインにまとめていくという形で進めていった。
開発には約１年かかったが大きな問題もなく
スムーズに進んだという。

■効果

GPW-2000は世界最大の時計の見本市であ
るバーゼルワールドに出品された。このモデル
は海外でも発売されており、アプリもOSの言語
に合わせて使用できる（12言語に対応）。

「バーゼルに出展以来ずっと話題の商品と
なっています」と奥山氏は語る。
今回作成された3Dマップの評判は非常に良
いという。それに伴い、このような地図による
表現はCASIOにとっての一つの重要なコン
テンツになってきており、今後の核になりつつ
あるという。

「CASIOにとって、時計は経験値があります
が、アプリは新しい世界です。今後も新しいア
イデアをきちっとコンテンツ化していきたい」
と奥山氏は語る。

■今後の展望

Bluetooth搭載機種はG-SHOCKに限らず
今後増えていく予定であり、実際これから発
売が予定されている製品にも、アプリと接続
し地図を使った表現を行うことが決まってい
るそうである。

奥山氏は、このプロジェクトを始めるまで正
直EsriやArcGISのことは知らなかったそう
である。「BtoC企業のGIS活用の方向として、
アプリ向けの地図やデータの新しい見せ方
とかを提案するといいのではないでしょうか。
そして、その時はぜひ使わせてください。」と笑
顔で言っていただいた。
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出発地から到着地までのフライトを3Dアニメーションで表現


